
西暦 2026 年 7 月 28 日 

医薬品等適応外使用検討会議で承認された治療法 

 

当院の医薬品等適応外使用検討会議にて、下記の治療法が承認されました。対象者となられる

方から同意をいただくことに代えて、病院のホームページにて情報公開をすることにより投薬を

実施しております。なお、本件について同意できない場合、診療において不利益を被ることはあ

りません。この内容に関して拒否される場合やご質問がある場合は、下記の問い合わせ先までご

連絡下さい。 

 

記 

実施内容 ガストログラフィン®経口・注腸用の供給困難に対する代替薬としてのイオパミド

ールおよびオムニパーク®（イオヘキソール）の適応外使用について 

 

実施責任者 鈴鹿回生病院 病院長 荒木朋浩 

対象者 当院において、消化管造影検査（食道・胃・小腸・大腸などの造影検査）が必要

と判断された患者さんのうち、ガストログラフィン経口・注腸用の供給不足によ

り代替薬の使用が必要となる方 

承認日 2026 年 7月 28 日 

対象期間 承認後から、ガストログラフィン®経口・注腸用の供給が安定するまで 

概要 【目的・意義】 

消化管造影検査では、通常、「ガストログラフィン経口・注腸用」を使用してい

ます。しかし、現在、全国的な供給不足により、本剤を十分に確保することが困

難な状況となっています。 

このため、必要な検査や診療を継続する目的で、海外では消化管造影検査への

適応を有し、実際に広く使用されている非イオン性ヨード造影剤（イオパミドー

ル、オムニパーク®（イオヘキソール））を代替薬として使用します。本剤は日本で

は主に CT 検査や血管造影検査などに使用されている造影剤であり、消化管造影検

査への使用は添付文書上の適応外使用となります。しかし、海外では消化管造影

剤として承認されており、国内においてもガストログラフィンの供給不足に伴い、

多くの医療機関で代替薬として使用されています。当院においても、医薬品等適

応外使用検討会議で必要性および安全性について審議し、承認を得たうえで使用

します。 

【使用方法】 

イオパミドール、オムニパーク®（イオヘキソール）を検査目的に応じて経口ま

たは経管投与し、必要に応じて希釈して消化管造影検査を行います。 

 



【想定される不利益と対策】 

本剤は消化管造影への使用については国内では適応外使用となります。 

使用に伴い、まれに以下のような副作用が起こることがあります。 

・発疹、かゆみなどのアレルギー反応 

・悪心、嘔吐 

・腹部不快感 

・非常にまれに重篤な過敏症（アナフィラキシー） 

なお、本剤は海外では消化管造影剤として使用実績があり、消化管から体内への

吸収はごくわずかであることが知られています。検査は十分な安全管理体制のも

とで実施し、副作用が認められた場合には速やかに適切な処置を行います。 

 

お問い合わ

せ先 

鈴鹿回生病院 薬剤管理課 

代表 059-375-1212（内線 2500） 

 

以上 


